リレーミーティング
東京都多摩教育事務所指導課
１　ねらい
　　　グループで話をリレーさせ、聞いたことに触れながら話す能力を育てる。
２　方　法
　
（１）　クラスを３～４名のグループに分けます。
　　　（ここでは４名を１グループとし、児童・生徒Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄで説明する。）

（２）　まず、各グループの中でテーマについて、児童・生徒Ａが意見を述べます。
　　　 　（まず、今年１年間を振り返り、印象に残ったことを漢字一字で表し、画用紙に大きく書く。次に、自分の漢字を他者に見せながら、なぜその漢字で表したのかを説明する。

（３）　児童・生徒Ｂは、Ａの話の中で、自分の話そうとする内容と関係のある部分に触れて話をします。
（４）　児童・生徒Ｃは、Ａ、Ｂの中で、自分の話そうとする内容と関係のある部分に触れて話をします。
（５）　児童・生徒Ｄは、Ａ、Ｂ、Ｃの中で、自分の話そうとする内容と関係のある部分に触れて話をします。
（６）　以上のように、グループで話をリレーしていきます。
３　留意点
（１）　先に自分と似た意見が表明されても、「～さんと同じ」という発言は認めないようにする。また、感想を述べるにしても、単に「よかったです」ではなく、「～ところが、～という理由で、～だからよかったです。」と発言する。
（２）　自分の話そうとする内容と関係のある部分に触れて話をする際に、共通点を探すだけでなく、相違点を見付けて話をリレーさせていくということも伝えておく。
（３）　自分が話すためには前の児童・生徒の話す内容について大事なことを落とさずに聞き自分の話に生かさなければならないという必然性がある。
４　テーマ例
　
　　○　テーマ例は、「好きな季節」「行ってみたい都道府県」「好きな日本の伝統・文化」
「夏休み中一番心に残ったことを漢字一字で表す」など

○　まずは、相手の言ったことを要約し合う活動から始めるとよい。その場合は、次のように進める。
　　
Ａ：自分の「　　　　　 」とその理由を述べる。  ……………………………………１分間


Ｂ：Ａの発言内容を要約してから、自分の考えを述べる。  ……………………………１分間


Ｃ：ＡとＢの発言内容を要約してから、自分の考えを述べる。…………………………１分間


Ｄ：ＡとＢとＣの発言内容を要約してから、自分の考えを述べる。……………………１分間


Ａ：Ａ～Ｄの発言内容を要約し、グループ全体の傾向を捉えて述べる。 ……………１分間








